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1．基本情報 

 

区分 森林 担当者名 芳賀弘和 

タイトル 

（英文） 

Burning radionuclide question: What happens to iodine, cesium and chlorine in 

biomass fires? 

タイトル 

（和文） 

燃焼する放射性物質に関する疑問：燃焼バイオマス中のヨウ素、セシウム、塩素に何が

起きるのか？ 

キーワード  

著者 Amiro et al. 

文献 The science of the Total Environment, 187: 93-103 (1996) 

 

（1）対象地域 

Field と Lab とあるが，具体的には記載なし 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

 

 

（2）流出挙動・経路 

Straw，wood，peat，dulse，radish を燃やすと，燃焼温度によって灰に含まれる I，Cs，Cl の量（recovery）

が異なる。燃焼温度が高いほど，大気に放出される量が増えるため，recovery が減る。 

 

 

（3）除染の際の留意点 

 

 

 

（4）担当者のコメント 

実験室（マッフル炉内）での計測のみならず，straw と wood を実際に field で燃やして，データを得て

いる点が重要だと感じた。燃焼温度によって，灰への蓄積と大気への放出の割合が異なる点も，森林火

災やガレキ焼却などのことを考えると重要と感じた。 


